
令和５年度　学校関係者評価書

学校名

1 本年度の重点目標

2 自己評価結果

大項目 中項目

A A

B B

B B

B A

評価者の
意見等

A A

A A

A A

B B

評価者の
意見等

B A

A B

A A

評価者の
意見等

B A

A A

A A

評価者の
意見等

重点目標
の適切さ

達成
状況

進路指導

・学校生活は、家族、友人、先生に支えられ心身共に大きく成長していて良い。
・健康保持、疾病予防の習慣が大事である。給食での食育など継続的な取り組みを期待します。

(４)教務内規の検討と改善に努める。

(１)学校生活の環境整備を行い、疾病予防、災害防
止に努める。

(２)学校、家庭、職場の連携を密にし、進路選択の
支援に努める。

(２)健康保持への意識を高め、健康増進への態度を
育成する。

・熱心に取り組んでいることを評価する。これからもよろしくお願いいたします。
・外部との連携による就労意欲を高める進路指導が実践されている。

北海道苫小牧工業高等学校定時制課程

(１)自己理解と望ましい職業観･勤労観を育成する
進路指導に努める。

（１）学習環境の整備と毎日の学習を習慣化しよう
（２）お互いの人格の尊重と健全な生活習慣を身に付けよう
（３）自己理解の深化と適切な進路を実現する力を身に付けよう
（４）部活動や仕事を通して心身を鍛え、礼儀や忍耐力を身に付けよう

生徒指導

(３)図書･視聴覚教育の充実を図り、豊かな人間性
を育成する。

・在校生の就労を推進し、働く
ことの意義や目的を理解させ
る。
・系統立てた進路指導を行い、
生徒の進路意識を醸成する。
・北海道中小企業家同友会及
び若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝと連携し
た進路指導を推進する。

今後の改善方
策の適切さ

取組の適切さ

(２)教職員の連携のもと学習意欲を高める指導方法
を工夫する。

自己評価の結果
の内容の適切さ

改善の方策
評価項目・指標等 取組の

適切さ

学習指導

(１)生徒一人ひとりの実態や学科の特色を生かした
教育課程の編成に努めている。

組織名 学校評議員

A

(３)給食を通して、正しい食習慣に対する意識を喚
起する。

評　価　者

学校評議員5名

目標として豊かさ、幸せを感じる。

小項目

・多様化する生徒の実態を
把握し、個に応じた教育の
推進と授業規律の確立を図
る。
・個々の教員が教材研究の
充実を図る。
・図書室の活用を推進す
る。
・Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ等のICTを活
用した授業をさらに推進す
る。

A A

・個別面談や保護者との連
携のもと生活習慣の確立を
図る。
･問題行動の未然防止と防
犯に対する意識の向上を図
る。
・いじめや暴力を許さない体
制をより一層充実させる。
・交通安全指導を充実さ
せ、交通ルールの徹底を図
る。
・学校行事を通じた心の教
育を推進し、部活動の在り
方を検討する。

A

(３)交通安全意識の向上と交通事故防止に努める。

・学習意欲の有る子とあまり無い子で二極化に見える。つまずき、引っかかることが有っても頑張って欲しい。
・学習意欲を高める指導、環境改善を進めるよう今後に期待します。

A A

(２)いじめや問題行動の防止に向けた指導に努める。

A A

・コンビニのレジ店員は高校生が多いので、万引き等で疑われないようにする。
・いじめ防止の指導などの成果が見られ、今後も期待します。

(４)ホームルーム･生徒会活動・部活動の充実に努
める。

(１)基本的生活習慣の育成に努める。

(３)進路に関する情報の収集と効果的な情報提供に
努める。

A

健康安全
指導

・保健だよりをとおして、疾
病や流行性感冒の予防教
育を行い、健康管理の意識
を高める。
・給食を通じ生徒の健康管
理と食育の啓発を行う。

A A A



令和５年度　学校関係者評価書

A A

B B

評価者の
意見等

研修 B A
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B B
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・学校課題の解決に向けた研修等を充実し、全教職員で改善に向けた取り組みが求められる。
・今後の改善を期待しています。

(１)校内研修を推進し、実態を踏まえた学習指導を
研究する。

・授業改善に取り組むことで、教職員の資質向上を図っていく必要がある。
・今後の改善を期待しています。

(１)保護者や地域との連携を強化し、教育活動への
理解を得る。

(２)市内定通振興会を活発化させ、地域や企業との
連携を図る。

・親は心配してあたり前なので、親の小言は気にせず子供たちに社会人の一歩の後押しを頑張ってください。
・学校からの連絡などを保護者に伝える方法を考える必要である。

組織運営

・業務内容を精選し、業務
のスリム化を図る。
・定時制後援会、市定通振
興会等との連携をより一層
推進する。

A A

(１)分掌間の連携を密にして校務の効率化を図る。

(２)後援会、振興会等との連携により、学校運営の
円滑化を図る。

保護者、
地域住民
等との連
携

・ホームページや学校だよ
り等をとおして積極的に本
校の情報発信を行う。
・行事等による保護者、地
域との連携を推進する。

A A A

A

・生徒の実態や学校課題を
踏まえた校内研修を実施す
る。

A A A


